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１桁台まで低下した後、近年は 2 ～ 3％のレベルで
低迷しており、大手製油会社も原料を全量輸入に依
存するなど、対外依存度の極めて大きい商品であ
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－ 50 －














































　フードレジーム (Food Regime) 論は、ウォラース
テイン (I. Wallerstein) による近代世界システム論と
アグリエッタ (M. Aglietta) によるレギュラシオン理
論に基づき、資本主義の発展ならびに国民国家の成
立過程に伴う農業・食料の変化を分析する枠組みで
ある。特に、フリードマン (H. Friedmann) とマクマ
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資　本　と　地　域　　第 12 号（2017 年 3 月）
それぞれ大豆搾油工場と出張所を設立していった








日露戦争 (1904-05 年 ) の後、関東州の租借権や長
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態だったが ( 豊年製油 [1963]p.91）、同社の工場別
原料処理量の推移を見ると、戦前の年間最高 30 万
トン台から 1946 年は 782 トンまで減少したもの
の、1948 年には 2 万 6525 トン、1949 年には 8
万 2688 トン、1958 年からは 10 万トンを超えると
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業の現況』における 1961 年と 1970 年の県別搾油
量を示した統計で比較してみよう。まず、表４より、
1961 年には国産ナタネが全国で約 32 万トン処理
（搾油）されていたことがわかる。とくに、近畿地
区で 6.4 万トン・九州地区で 7.4 万トンなど、従来
からナタネ搾油が盛んだった地域がまだ勢いを保っ
ていた。ところが、1970 年には、国産ナタネの搾










1970 年には 14 県においてゼロになってしまって
いる。
　また、表５は、1970 年に総量 10 万トン以上の大
豆を搾油していた上位県のみを示しているが、千葉・
神奈川から福岡まで、いわゆる「太平洋ベルト地帯」
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「山工場」から「海工場」へ―輸入作物に依存した植物油複合体の成立過程―　（平賀）
-  57 -
－ 58 －

















































































































































































-  59 -
－ 60 －






Fr iedmann,  H .  and McMichael ,  P.  [1989] 
"Agriculture and the State System: The Rise and 
Decline of National Agricultures, 1870 to the 
Present". Sociologia Ruralis , 29(2), 93‒117.
Hiraga, M. [2015] “Japanese Contribution to 
Transforming Soybean into a Global Commodity 
in Occupied Manchuria: A Case of the First Food 
Regime in Asian Context?” Presentation at the 
Agrifood XXII (Agri-Food Research Network), 
Otago, NZ in December 2015.
McMichael, P. [2013] Food Regimes and Agrarian 
Questions. Fernwood Publishing. 
朝日新聞 [1963]「食品コンビナート推進　農林省
案まとまる」『朝日新聞』1963 年 1 月 27 日
朝日新聞 [1967]「動き出す　食品コンビナート」





















著、川北稔訳 [2013b]『近代世界システム 4』 名
古屋大学出版会 p.337-343
木山実 [2009]『近代日本と三井物産 : 総合商社の
起源』MINERVA 日本史ライブラリー 21, ミネル
ヴァ書房
















新全国総合開発計画 ( 増補 ) [1969]












中島常雄編 [1967]『現代日本産業発達史 第 18 食
品』現代日本産業発達史研究会













































子 [1991]、坂本 [2003]、春日 [2010]、木山 [2009]、


















-  61 -
